




























平成 30年 3月には【益田ひとづくりフォーラム 2018】が開催され約 500名の参加がありました。
その内、地元地域をこれから担っていくであろう小中高生が 150 名、県外から 100 名の参加があ
ったことは特筆すべきことであり、人づくり、地域創生にかける参加者の思いを感じ取ることが
できました。参加者からは「いろいろ人の話を聞いてみて、まずは行動してみることが大切だと
気付かされた（14歳）」、「大学生の話を聞いて、自分もこれから県外へ進学するけど、益田のため
に何ができるのか考えていきたいと思った。（18 歳）」、「生き生きしている若者を見て、負けてい
られないなという気持ちになりました。（49 歳）」、「やりたいことが見つかりました（79 歳）」と
いった感想が挙げられました。世代を越えて一人ひとりが「自分の暮らす街に何ができるか」に
ついて考え、学ぼうと思い集まった方が多い証拠です。「益田市ひとづくり協働構想」にもうたわ
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れている『生涯各期において、「学び」、「考え」、「経験し」、各自の新たな方向を選択する』こと
ができた日だったと確信しています。 
また平成 28 年度には、【新職場体験】という事業が開始されました。従来の【職場体験】は自
分たちの進路を考える一つの材料にするために、または様々な職業を体験することを目的に、益
田市に限らず多くの地域で行われてきました。ただ、そこでは単にその仕事を体験してみること
のみが行われており、「益田でその仕事を行う価値」であったり、「益田でその仕事が存在する意
義」、そして何より「益田でその仕事をする人の思い」については、生徒が触れたり考えたりする
機会がほとんどありませんでした。 
その取組をリメイクしたのが【新職場体験】です。ただ単に事業所に出向いて仕事を体験する
のではなく、益田に生き生きと暮らす「ひと」との出逢いを通して、様々な価値観や生き方に触
れ、「自分は何を大切にするか」、「どう生きるか」を探求する社会教育プログラムです。受け入れ
事業所に対しては「自分たちの仕事や働いている人の魅力を積極的に伝える場」、「リクルーティ
ングの場」、「中学生への指導を通した若手職員の人材育成の場」であることを共有しました。 
そして何より大切にしたのは、双方の「対話」です。生徒対象の事後アンケート結果から、対
話があったと感じたと回答した生徒は、そうでなかったと回答した生徒に比べて、「働くことに対
するイメージがよくなった」、「益田には魅力的な事業所（職場）がある」、「いずれ地元に戻って
きたい」、「益田市は魅力的な街である」といった項目で、肯定的な回答をする割合が高いことが
分かりました。 
 益田市にいると「地域を作るのは人の力」だと強く感じることができます。それは様々な方面
から「ひとづくり」に対して真剣に向き合っているからに他なりません。これからも益田市の「ひ
とづくり」から目が離せません。 
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